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令和７年山形村議会第１回定例会 

 

議 事 日 程 （第２号） 

 

令和７年３月６日（木曜日）午前 ９時００分開会 

      開議宣告 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 一般質問 

日程第 ３ 議案の訂正について 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席議員（１２名） 

１番 小 出 敏 裕 君  ２番 竹 野 入 恒 夫 君 

３番 百 瀬 昇 一 君  ５番 小 林 幸 司 君 

６番 福 澤 倫 治 君  ７番 新 居 禎 三 君 

８番 村 林 淳 一 郎 君  ９番 三 澤 一 男 君 

１０番 上 條 倫 司 君  １１番 大 池 俊 子 君 

１２番 春 日  仁  君  １３番 大 月 民 夫 君 

欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村   長 本庄利昭 君  副 村 長 赤羽孝之 君 

教 育 長 根橋範男 君  総 務 課 長 篠原雅彦 君 

企 画 振 興 

課 長 
堤 岳志 君  

税務課長兼 

会計管理者 
中村貞寿 君 

住 民 課 長 村田鋭太 君  
保 健 福 祉 

課 長 
古畑佐登志 君 

子 育 て 

支 援 課 長 
中原美幸 君  

産 業 振 興 

課 長 
中川俊彦 君 

建 設 水 道 

課 長 
宮澤寛徳 君  教 育 次 長 藤澤洋史 君 
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総 務 課 

財 政 係 長 
丸山晃弘 君    

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

事務局職員出席者 

事務局長 上條憲治 君  書  記 鈴木優子 君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎開議宣告 

○議長（大月民夫君） 皆さん、おはようございます。 

  全員が出席で、定足数に達しておりますので、ただいまから令和７年第１回山形村

議会定例会の本会議を再開します。 

  出席要求者の中村税務課長から欠席届が出ております。 

  本日の会議に先立ちまして、傍聴の皆様に申し上げます。山形村議会傍聴規則によ

り、撮影・録音などをするには議長の許可が必要となります。 

  なお、報道関係者から取材の申込みがありましたので、これを許可しました。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎議事日程の報告 

○議長（大月民夫君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎会議録署名議員の指名 

○議長（大月民夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  山形村議会会議規則第１２５条の規定により、９番、三澤一男議員、１０番、上條

倫司議員を指名します。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎一般質問 

○議長（大月民夫君） 日程第２、一般質問を行います。 

質問の順序は、お手元に配付の質問表に従って行います。 

本定例会の一般質問は、１人６０分を限度に一問一答方式で行います。 

質問者は、質問・答弁が終わるまで一般質問者席でお願いいたします。 

念のため申し上げますが、質問・答弁は簡潔明快にお願いいたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 百 瀬 昇 一 君 

○議長（大月民夫君） それでは、質問順位１番、百瀬昇一議員の質問を行います。 

  百瀬昇一議員、質問事項「デジタル化、ＤＸの推進は多くのメリット・デメリットが

ある中で、住民の安全・安心を支えるリスク管理と危機管理の取組は」について質問し

てください。 

  百瀬昇一議員。 

         （３番 百瀬昇一君 登壇） 

○３番（百瀬昇一君） 議席番号３番、百瀬昇一です。本庄村長、任期もあと１０日余

り。大変お疲れさまです。最後の質問となりますが、よろしくお願いします。 

  「デジタル化、ＤＸの推進は多くのメリット・デメリットのある中で、住民の安

全・安心を支えるリスク管理と危機管理の取組は」。 

  以前の一般質問では、この役場庁舎の全体の危機管理について質問させていただき

ましたが、今回はデジタル化を中心に質問させてもらいます。 

  そろばん・ガリ版時代から５０有余年、今ではデジタル化、ＤＸの推進。多くのメ

リット・デメリットがあります。住民の情報管理は、安全・安心を支えるためには重

要です。 

  令和２年３月第１回定例会において一般質問をさせていただいておりますが、平成

１６年には国民保護法が施行され、山形村では平成１９年３月に「山形村国民保護計

画」が策定され、また山形村情報セキュリティ基本方針が出されています。今では、

政府はデジタル庁を設置し、ＤＸの推進、マイナンバーカードの普及など。 

  時の流れはそろばん、ガリ版、電気卓上計算機、電動式青色コピー機、電算機、ワ
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ープロ、電子コピーからオフライン・オンラインコンピューター、またインターネッ

ト、印刷もコンピューター化時代となり、ますます情報社会はデジタル化に進んでい

ます。 

  計算、印刷など、情報社会はスーパーコンピューター、立体コピーで家が建てられ

る、ＡＩ時代にも突入し、情報社会の乱雑化はものすごい速さで進んでいます。便利

になった社会・経済はいろいろなリスクも増大していますが、行政もデジタル化なく

しては業務がこなせない時代となってまいりました。 

  デジタル化・ＤＸの取組は、多くのメリット・デメリットのある中での取組、大変

お疲れさまです。 

  山形村でも総合的にリスク・危機管理計画を実践されているところだと思いますが、

今回は第６次総合計画のデジタル化、ＤＸの取組を基に質問させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

  また、令和２年３月の第１回定例会、一般質問の答弁、また私自身の経験を踏まえ

て、幾つかの質問とさせていただきました。 

  幾つかの質問は、第６次山形村総合計画の４９ページと５１ページの確認と関連の

質問といたします。 

  １、第６次総合計画７の「庁内連携分野」「すべての分野でＤＸが推進されてい

る」、重点目標、現在の実績は、今後は。 

  「常に効率的で成果を出すことを求めている職場だと感じる職員の割合」、次に

「マイナンバーカードを利用した申請の割合」、次に「オンラインの申請件数」。 

  ２つ目の第６次総合計画、７の「庁内連携分野」で「施策の全体像」、施策３「分

野横断の取り組みの推進」「ＤＸの推進」、主な事業の現在は、今後の取組は。 

  「住民の利便性向上（マイナンバーカードの普及、行政手続きのオンライン化、書

かない窓口・リモート窓口の検討・導入、テレワークの検討と導入、山形ポイント制

度の検討）」 

  「庁内の生産性向上（デジタル技術の導入による業務改善）、ＤＸを推進する環境

づくり（デジタル化を支える人材の確保・育成、新技術導入の検討、情報セキュリテ

ィの対策）」 

  ３番目ですが、庁内でのミスリード（思い込み、勘違いなどで発生させるものを含

め）を踏まえての検証体制はどのように進めているか。 

  ４番目、コンピューターシステムの昭和１００年問題対策は。 
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  ５番目、デジタル化のリスクを踏まえて、関係者の健康管理対策は、どのように進

めているか。 

  以上、お願いいたします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

  本庄村長。 

          （村長 本庄利昭君 登壇） 

○村長（本庄利昭君） 百瀬昇一議員のご質問であります。「デジタル化、ＤＸの推進

は多くのメリット・デメリットのある中、住民の安全・安心を支えるリスク管理と危

機管理の取組は」のご質問であります。 

  現在、デジタル化、ＤＸの推進は、少子高齢化が進み人口減少が加速化する中で、

市町村においても行政運営上の重要な手法として取り組むことが必要であると思いま

す。 

  ご質問いただきました１番、２番、４番につきましては企画振興課長から、３番、

５番につきましては総務課長からそれぞれ答弁いたします。 

○議長（大月民夫君） 堤企画振興課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） それでは１、２、４番につきましては、私から答弁を

させていただきます。 

  １番目のご質問の「第６次総合計画 ７ 庁内連携分野 すべての分野でＤＸが推

進されている 重点目標 現在の実績は、今後は」についてでありますが、ＤＸ（デ

ジタルトランスフォーメーション）、直訳いたしますと「デジタル変革」と呼ばれて

おりますが、ＤＸの推進にあたっては、住民の皆様の利便性の向上、行財政改革を推

進するための手段であり、導入そのものを目的とはしておりません。このことを踏ま

えましてデジタル技術を活用していくことに取り組んでおります。 

  １点目の「常に効率的で成果を出すことを求めている職場だと感じる職員の割合」

に関しましては、職員アンケートにより令和３年度数値実績は総合計画上３１％とな

っております。今後の目標値の確認につきましては、来年度を目途に職員に再アンケ

ートをして数値確認をしたいと考えております。 

  ２点目の「マイナンバーカードを利用した申請の割合」ですが、行政手続オンライ

ンサービス「ぴったりサービス」を利用してオンライン申請を受け付けております。

実績としましては、転出転入ワンストップサービスの利用状況に限らせていただきま

すが、令和６年の転出転入件数４６６件のうち、２８件（約６％）がマイナンバーカ
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ードを利用した申請となっております。また、令和５年度のコンビニ交付の状況を参

考に申し上げますが、住民票、印鑑登録証明書、戸籍謄本などのコンビニエンススト

アでの発行部数は１，２６８部でありました。これは、役場窓口発行部数を含めた全

申請数６，６１５部の１９．２％にあたっております。 

  ３点目の「オンライン申請数」ですが、山形村は現在「ＬｏＧｏフォーム」という

汎用電子申請サービスを導入してオンライン申請を受け付けております。令和７年２

月の実績としましては、住民向けアンケート、講座・教室の出席回答、検診予約など、

多様な用途で活用させていただいております。公開中・公開終了を含めて約１６０の

オンライン申請のフォームが運用されております。また、オンラインでの回答件数は

約３，６４０件に達しておりまして、住民の皆様の利便性向上と業務のデジタル化が

着実に進んでいると認識しております。 

  ２番目のご質問の「第６次総合計画 ７ 庁内連携分野 施策の全体像 施策３分

野横断の取組の推進 ＤＸの推進 主な事業の現在は、今後の取組は」についてであ

りますが、１点目の住民の利便性向上に関しまして、マイナンバーカードの普及率で

すが、令和７年２月１６日時点の申請率は８９．８％、交付率は８０．４％です。 

  次に、行政手続のオンライン化に関しましては、現在はＬｏＧｏフォームを活用し、

様々なオンライン申請を受け付けている状況であります。今後も利用範囲を広げてい

きたいと考えております。特に、転出転入ワンストップサービスのような、マイナン

バーカードを利用した申請手続の拡充を検討し、住民の皆様の利便性の向上に努めた

いと考えております。 

  書かない窓口の関係になります。令和６年度より、近隣自治体の書かない窓口シス

テムなどを参考に研究を開始しております。令和７年度も引き続き研究を継続し、導

入の必要性について検討してまいりたいと考えております。 

  リモート窓口に関しましては、住民サービスの利便性向上と業務効率化のバランス

を考慮しながら検討したいというふうに考えております。 

  テレワークの検討ですが、テレワークについては庁舎外で端末接続を可能にするだ

けでなく、業務執行のための基盤整備が不可欠と考えております。そのため、テレワ

ークの導入を検討する前に、庁内の決裁フローの見直しが必要であります。電子決裁

や文書管理システムの導入が優先事項となります。これらを整備した上で、テレワー

ク環境の実現に向けて検討を進めてまいります。 

  山形ポイント制度の導入については、現時点では具体的な実施の予定はございませ
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ん。 

  ２点目の庁内の生産性向上、ＤＸを推進する環境づくりに関しまして、令和６年度

までに庁内の生産性向上や業務改善に向けて様々な取組を進めてまいりました。その

一環として、議員の皆様にご利用いただいている自治体専用のチャットシステムを導

入し、庁内外の迅速な情報共有を行っております。 

  また、村公式ＬＩＮＥ、現在登録者数は２，１８４人の方に登録いただいておりま

すが、ＬｏＧｏフォーム等を活用いたしまして、行政情報の配信強化と住民の皆様か

らの申請受付の利便性向上を図り、双方向のやり取りを通じた住民サービスの向上に

つなげていきたいと考えております。 

  また、ＤＸを推進する環境づくりの一環として、令和６年度より自治体ＣＩＯ（最

高情報統括責任者）、本村では副村長がＣＩＯですが、そちらの補佐官を外部より任

命いたしました。各種ワークショップや研修会を通じて職員の意識改革やスキル向上

に努めております。 

  ＤＸの取組は一過性のものではなく、継続的に実施することが重要であるため、今

後も情報セキュリティの研修や新しい技術を体験できる機会を提供し、職員のデジタ

ルリテラシーの向上を目指します。 

  ４番目のご質問の「コンピューターシステムの昭和１００年問題対策は」について

でありますが、昭和元年（１９２６年）を基準としているシステムにおいて、昭

和１００年（２０２５年）の末尾が「００」として誤認されることで発生する可能

性のあるシステムトラブルのことをご指摘されているかと思います。 

  山形村では基幹系システムについては、国が進めております自治体システムの標準

化・共通化により、システム業者のファーストユーザーとして、いち早く標準準拠シ

ステムへ移行済みであるため、現状では昭和１００年問題による影響はないと考えて

おります。 

  私からは以上です。 

○議長（大月民夫君） 篠原総務課長。 

○総務課長（篠原雅彦君） ３番目と５番目のご質問については、私のほうからお答え

させていただきます。 

  まず、３番目のご質問の「庁内でのミスリードを踏まえての検証体制は、住民の安

全・安心を支えるリスク管理と危機管理の取組はどのように進めているか」について

でございます。 
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  庁内での思い込みや勘違いによる誤解や判断ミスを防ぐため、村では業務の標準化

と情報共有に取り組んでおります。また、情報セキュリティ対策の強化につきまして

は、庁内で発生し得る情報漏えいリスクや誤った情報発信を防ぐため、職員向けのセ

キュリティ対策研修を実施しております。 

  また、国のガイドラインに合わせまして、随時セキュリティポリシーというものが

あるのですけれども、そちらのほうの整備を行いまして、適切な情報管理体制の強化

を進め、万が一の際に適切な対応を取れるように備えておるところでございます。 

  ５番目のご質問の「デジタル化のリスクを踏まえて、関係者の健康管理などの対策

はどのように進めているか」についてであります。 

  職員の健康管理対策でありますが、毎年、健康診断とストレスチェックを基に、産

業医と産業保健師が職員の健康状態をチェックしているというところでございます。

また、電話相談窓口を設けまして、いつでも相談可能な体制を整備しているといった

ところであります。 

  職場環境の向上という観点からは、年数回の職場巡視ということで実施をしており

ますし、メンタルヘルス研修会などの研修会を通じて職員の健康意識を高めておりま

す。職員が健康で快適に働けるよう、継続的な見直しと改善を図っております。 

  以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） それぞれご答弁いただきました。各部署でそれぞれの対策、あ

りがとうございます。 

  もう少し質問の要旨を追加させてもらいますが。私の現役時代はワープロが中心の

時代でございましたが、始まった当初はそろばんなりガリ版の時代でございました。

そんな中で、いろいろな検証が、私は特にいろいろなものをそろばんで検証し、あと

はいろいろな資料なりにつきましては、複数人での読み合わせの検証。行政関係でも

そういうことがあったかと思います。今、一段と進んだ中では、若干は様相は変わっ

てきていると思いますが、基本は同じだと考えております。 

  さて、今の時代は５０年前では考えられない多くの人が電話兼電子計算機を持ち、

いわゆるスマホというのを私も持っておりますが、スマホが出始めのときは、こんな

ものは必要ないなと思っておりましたが、大変便利です。 

  そんな中で、スマホというものは本当に、電話とパソコンを一緒に持っているよう

なものでございます。そんな中、今現在はＳＮＳ等の乱雑、情報の暴走的な時代であ
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ります。そんな中で、各人、自分自身が物事を判断する時代がますます増してきてお

ります。大人ばかりではなく子どもも例外ではなくなってきております。子どもさん

も多くの方がスマホを持っております。 

  そこで、行政でも関連の決まり、内規、要項、体制の整備がされていると思います。

では、再質問をさせていただきます。 

  最初の１のところでは、デジタル化の目標、ベンチマークの確認をさせていただき

ました。その中で、最初の内容ですが、この内容は職員の人がほとんど認識はしてい

ると思います。これからはほとんどの方が深い理解の下で進めると思いますので、心

配ないと思います。 

  ２番目のところで、語句で教えてもらいたいものがあります。「ぴったりサービス」

というのは何ですかね。内容的に教えていただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） マイナンバーカードを利用してのいろいろな申請の総

称といいますか、詳細は今手元にないのでまた改めてご回答させていただきます。申

し訳ありません。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） 私もパソコンが盛んになった時代、いろいろな専門用語なり特

別な用語が出てきまして、いろいろな会議でこれは何だと注釈をつけて説明しろとい

うことで、さんざんやられてきました。そんなことで、私、分からない部分を聞きま

すが、よろしくお願いします。 

  ２番目の関係については、これから逐次進めていく内容でございますが、急がず丁

寧な対応が必要だと思いますので、お願いいたします。 

  次に３番目のオンライン申請件数ですが、これは時間がかかり、根気よく続けてい

く内容かと思いますので、お願いします。 

  次、質問２の計画の内容で、２、３点確認させてもらいます。 

  普及策の最初の、マイナンバーカードの現在の件数のところで、この内容について

は健康保険証の廃止宣言が昨年１２月だったかにされて、さすがに普及率が上がって

おります。ここからが問題だと思いますが、残った１０％、２０％の方の対応につい

て、これからどのような方策でご理解いただいて進めていくのか、お考えがありまし

たら、よろしくお願いします。 
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○議長（大月民夫君） 村田住民課長。 

○住民課長（村田鋭太君） マイナンバーカードの普及についてということでお答えい

たします。 

  令和６年、今年度につきましては、夜間の交付窓口を設けたり、各公民館に行って

の出張の申請サービスということでさせてもらいました。そのかいあって、かなりそ

こで申請数、交付数が伸びたという状況でございます。 

  残りの方というご質問でありますけれども、１００％を目指すことは大事だと思う

のですけれども、その中にはなかなか理解をしていただけない村民の方もいらっしゃ

るかと思います。これからの伸び、普及というのは、非常に大変で難しいとは思いま

すが、現在、担当レベルで考えている方法といたしまして、夜間の申請窓口について

は継続してやっていこうということ。あと、これは検討段階ですけれども、休日、そ

ういった窓口ができないかなということも検討しております。 

  以上です。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。大変ですが、根気よくお願いします。

いろいろな事情の方がおりますので、多分１００％は無理かと思います。そんな中で

ございますが、根気よく対応を丁寧にお願いいたします。 

  次に、２番目の質問の２、３、４の行政手続のオンライン化、書かない窓口、リモ

ート窓口の検討、テレワークの検討等の導入については、ルールにのっとって、問題

が起こらないようにまていに進めていただければいいかと思います。そんなことでよ

ろしくお願いいたします。 

  次に、この普及策のポイント制実施ということで、計画のときはどのようなものを

想定したのか。今は計画されていないということですが、どのようなものを想定した

のか教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 当時のポイントの検討事項が今、手元にないのですが、

一般的に、今、マイナンバーカードの普及の関係で申しますと、マイナポイントを利

用したポイント付与というのが全国でも２２自治体ほどがやっております。マイナポ

イントを利用して買い物等、マイナンバーカードをお持ちの方がいろいろな商店とか

で買い物をしたり、いろいろな部分をした場合に、ある程度のポイントの付与をする

というシステムが国のマイナポイント事業というものがございまして、そちらのほう
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でやっている部分もあります。 

  今後もしポイント制度を利用する場合は、そちらの自治体マイナポイント等の制度

を活用してのポイント付与を中心に検討していきたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。マイナンバーカードの理解の中ではそ

ういうことも必要かと思いますが、私は、昨年の３月の定例会の一般質問で健康ポイ

ントの質問をさせていただきました。マイナンバーカードのポイント事業もいいので

すが、健康ポイントというのはアピールが高いと思います。今、こういう世の中です

ので、ぜひ健康ポイント関係について、再度検討をしていただきますようにお願いし

ます。 

  次に、最後のほうになりますが、セキュリティ関係。今、ノイズというものはうん

と機械の向上で少なくなったかと思いますので、機械的なものは補修されるかと思い

ます。また昔話をしてはいけませんが、私の２０代でやっていた電算の時分はいろい

ろなノイズが入りました。本当に初歩的なオフラインからのノイズですので大変でし

たが、今は技術的にノイズを防ぐ、そういう技術もうんと向上しておりますので、そ

こらは恐らく大丈夫かと思いますが、ノイズについてはこのくらいにしておきますか。 

  あと、セキュリティに関しては危機管理でございますが、危機管理は備えを常に最

大、最悪の事態を考えて対応しなさいということを言う人がおります。こういう考え

の中で、今、日本にはサイバー攻撃というのが年間６，０００億回以上来るようです。 

  そういう中で、どんなことが想定されるかという、本当にそういう時代であります

ので、そういう対策の追加の要旨でも触れましたが、山形村でも副村長を中心にいろ

いろな要綱をつくった中で対策をされているかと思いますが、今、それ以外にも大手

の会社なり組織ですごい不祥事、事件が起きております。これもこういうデジタル化

の合間を縫った事件かと思っています。 

  そんなことでの質問ですが、今、関連の内規なり要綱、体制を整備されましたが、

検証体制は各部署どのように行われているか、行うのか、そこらを今現在、答えられ

る範囲でお願いします。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 情報セキュリティ対策につきましては、外部からのウ

イルスですとか、あとは職員の操作誤りによるウイルス感染等の懸念があります。 

  現在、山形村ではセキュリティポリシー、セキュリティ対策の行動指針ですとか、
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緊急時の対応計画等を策定しまして運用しております。 

  外部からのサイバー攻撃等については、県のほうでセキュリティのそういうクラウ

ドとかを設けまして、徹底的に事前に排除していただいておりますし、山形村でも業

者にセキュリティ対策の委託料ということでお支払いをしながらセキュリティを固め

ております。 

  毎年、年に１回、専門の企業さんに庁内を回っていただいて、現在のパソコンの取

扱いの状況ですとか、それぞれ職員のセキュリティに対する認知度の調査を毎年１回

やっていただいて、併せて研修会を行ってセキュリティに対する意識の向上に努めて

おります。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ほかにも調べさせてもらったら、ハラスメント関係でもこれが

そうかと思いますが、関連してしゃべります。山形村不当要求行為等対策要綱なんて

いうのも、村もしっかり対策を練っているようですのでいいかと思います。 

  次に３番目でございますが、先ほど少し触れましたが、冒頭か。庁内でのミスリー

ド検証体制は複数人の検証ということで、検証については特に私は複数人の検証とい

うスタンスでおりますが、デジタル化においてもいろいろなシステムが各部署であり

ます。各部署で最低２名、３名の方が検証できるような体制が必要かと思います。ぜ

ひそんなことでのお取組を、３番目についてはよろしくお願いします。 

  次に４番目でございますが、昭和１００年問題ということでお聞きしましたのは、

ちょうど今年が昭和が継続しておりますと１００年という年です。そんなことで、私

の経験の中では、特に金融関係だった現役のときは２０００年問題ということで大変

対策にいろいろ苦慮した中での質問でした。 

  昭和１００年問題については、もう１つ触れさせてもらった根拠としては、実はコ

ロナのときにある部署で大分古いシステムを使っていたもので、データがうまく集約

できなかったという、そんなことが報道されましたので、そういう中で山形村は古い

システムがないかどうかということで質問させてもらった内容ですので、お願いしま

す。 

  再度、こういう組織、行政についてもそれぞれこういう電算化なりデジタル化につ

いてはすべてが足並みそろっているわけではありません。財政とかいろいろな問題で。

山形村ではそういう古いものがないか、再度、各部署のものが独自でやられたものが

あったとすれば、そういう確認も必要かと思いますので、再度確認していただけたら
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と思います。 

  次、５番目のほうで、確認させてもらいますが、お願いします。庁内で職員さん、

大変ご苦労いただいていますが、健康が大事でございますので、その関係で質問させ

てもらっております。 

  実は私も、現役時代の５０代前後以降、パソコンを１日に半日以上やっていたとい

う経験もありまして、そんな時分は視力がうんと落ちてしまった。コンマ２、コンマ

３ということで、それから現役を外れまして、農業をやったり外へ触れる機会が多く

なったということで、視力が回復したんです。今、コンマ７以上になっております。

そんなことですので、今は車の運転が眼鏡なしで運転しております。現役時代は眼鏡

をかけて、そんな時分の継続の眼鏡ですが、こんな眼鏡をかけて仕事をしておりまし

た。そんなことで、職員さんの健康を心配したところです。 

  今特に、昔の電子の関係の、電波による体の害というのはほとんどなくなったかと

思いますが、全然ないということはないと思いますが、今、視力関係について、ぜひ

気をつけてもらいたいということで、パソコンを利用した仕事をしたら、ある程度の

休息をしてもらいたい。窓が幾つもありますので、窓の外の緑を見てもらうような対

策ということで、そんなことを役場でも考えておるかどうかお聞きします。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○総務課長（篠原雅彦君） 今、日々、職員は忙しい思いをして毎日業務を進めている

ところでございます。 

  大昔ですと３時とか、午前だと１０時にお茶を飲んでという休息の時間があったの

ですけれども、今現在はそういったものは一切ないという状況で、基本的にはお昼の

１２時から１時、当番ですと１時から２時の間が休息の時間ということで、そういっ

た時間があればいいのですけれども、なかなか余裕がない中で毎日というところでは

あるものですから、そういった部分については個々で幾らか時間を設けてということ

を、こちらからも発信したいとは思いますけれども、今現在はなかなかそういった時

間が設けられないというような状況であります。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） 仕事に根を詰めてしまうと、そこでなかなか切れないという部

分がありますが、ぜひ個々に気をつけてもらって、時間をちょっと過ごしてしまった

場合、少しでも、１、２時間やった場合には外を１０分でも見るような心がけをして

もらうようなことを啓発をしていただきたい。 
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  また、産業医の関係について、私もそういう部署にいたこともありますので経験が

ございますが、ぜひ職員さんのそれぞれの状況の中で個々の判断をよろしくお願いい

たします。 

  次に、最後の質問としたいと思いますが、教育長さんにお聞きします。 

  最近、報道等では子どもさんの視力が落ちているということで、目があまりよくな

いということで、最近の子どもさんは親御さんがしっかりいろいろ管理していただい

ておりますので、歯はいいようですね。歯は大分いいようですが、視力が落ちている。 

  その原因が、学校でもタブレットを使っているようですが、そういうことばかりで

はなくて、特にスマホなり、家でのパソコンでのユーチューブなり、うんと近くで見

ているようですので、そういうことで視力が落ちているという報道が流れておりまし

た。そんなことで、教育長さんで小学校なりで何か対応をされているのか、教育長さ

んがどんなふうに考えているのか、お聞きします。よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 根橋教育長。 

○教育長（根橋範男君） 小学校の児童の視力の状況について最初にお話を申し上げま

す。 

  今年度、令和６年度の数値になりますけれども、視力が１．０未満の児童、課題が

ある児童と捉えますが、３６．１％の児童が１．０未満の視力でありました。実数で

申し上げますと、１６５名の児童に課題があるという状況でした。 

  この１．０未満の内訳を申し上げますと、０．７から０．９という視力の児童が１

１．４％、０．３から０．６が１３．９％、０．２以下が１０．９％で、うち６学年

の児童が占める割合がそのうちの４割ということで、学年が上がるにつれて視力も低

下してきているのかなという状況が見られます。 

  小学校のほうの対応なんですけれども、保健委員会等で視力低下について課題だと

いうことで検討をしてきておりますけれども、改善策として、外遊びが有効だろうと

いうことで、１日２時間程度、登下校の時間も含めてになりますけれども、外体育も

含めて２時間程度、外で遊ぶ、日に当たるということが視力にとっては効果的だろう

ということで、そんなことを進めております。 

  それから、タブレットの使用につきましては、学校では２点、ルールを決めており

ます。１点は、画面から３０センチメートル以上、目を離すこと。それから、３０分

タブレットを使ったら、２０秒休むということをルール化しております。これによっ

て指導もしているという状況です。 
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  それと、先ほど百瀬議員さんが申されましたとおり、端末を長時間見て、ゲーム等

でなかなかやめることができない、コントロールがなかなかできないという課題もあ

るものですから、これも児童も含め保護者の方々にも情報端末の使い方は何らかの啓

発といったことが必要になってくるのかなと思っています。 

  今年度実施したスマホに関する児童のアンケート調査によりますと、３学年の児童

のスマホの保有率が６学年よりも多いということで、だんだん低学年化している、ス

マホの保有率が下の学年で結構多くなっているということが見られます。 

  スマホを使っている時間も、中には午前３時までスマホを使っていると答えた児童

もいるものですから、かなり課題が大きいかなと思っています。どう啓発活動をして

いけばいいのか、今後、早急な検討が必要かなと思っております。 

  以上です。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） なかなか問題はそこらが大きいようです。最近の報道では、デ

ジタル教科書ということも報道されています。すぐにはできないと思うが、このよう

なものも併用されているかと思います。 

  そんなことで、お子さんのいろいろな場面でのリスクは高いかと思います。そんな

ことで、学校の安全計画の中で、ぜひスマホの関係のＳＮＳのリスク、これも学生に

も求められると思いますので、そんなことも考え、ぜひお取組をよろしくお願いいた

します。 

  それぞれご答弁いただきました。ありがとうございました。 

  今まで本庄村長へは一般質問の折には必ず、村づくりについて触れさせてもらい、

進言をしてまいりましたが、もう一度、最後ですのでちょっと触れさせてもらいます。

一言、二言ですが、よろしくお願いします。 

  村づくりは村民一人ひとりが自分を大事にし、家族を大事にすること、また人づく

りを大事にしながら、どんな組織づくりでも、どなたに何の役をお願いできるかが鍵

であることをもう一度認識することだと思います。このことを次期へ引き継いでいた

だけたらと思います。 

  また、本年度の開村１５０周年記念事業では、多くの若い方が関わりを持って携わ

っていただきました。これは、これからの村づくりに何らかの明かりが見えたかと思

います。 

  本庄村長、２期８年の大変な出来事がありました。コロナ禍、今までに経験のない
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異常気象などがありました。そんな中で、地域コミュニティの喪失感、奉仕ボランテ

ィア活動、組織の交代、役員のなり手不足などがますます進んだ感が否めないと思い

ます。こんな意味で、激動の時代であったかと思います。本当にお疲れさまでした。

こういう中での様々なお取組、誠にありがとうございました。御礼を申し上げます。 

  さて、改めまして、本庄村長、退任後はおおいに外へ出て、先ほど教育長も子ども

には外へ出てという指導文言がございましたが、外に出て、緑に親しんで、花をめで、

畑に出て体を動かし、健康にご留意いただき、次の人生を謳歌されることを祈念させ

てもらいます。 

  以上で終わりといたします。 

○議長（大月民夫君） 以上で百瀬昇一議員の質問は終了しました。 

  ここで質問者席が替わる間、暫時休憩いたします。おおむね５分ほど休憩したいと

思いますので、１０時再開といたします。 

（午前 ９時５７分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

（午前１０時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

         ◇ 竹 野 入 恒 夫 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位２番、竹野入恒夫議員の質問を行います。 

  竹野入恒夫議員、質問事項１「村道の横断溝・道路管理について」を質問してくだ

さい。 

  竹野入恒夫議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 議席番号２番、竹野入恒夫です。 

  村長、２期８年、お疲れさまでした。まだまだ村長は若いので、村政に対してアド

バイスをどしどしいただき、ご指導、ご鞭撻をよろしくお願いいたします。 

  岩手県で続いている山林火災で被害を受けられた方々に心からお見舞い申し上げま

す。 

  今回は３つの質問をさせていただきます。 

  「村道の横断溝・道路管理について」。 

  １、村道の横断溝はたくさんあるが、その管理はどのように行っているのか。 
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  ２、砂利道からアスファルト道路との境にたくさんの砂利が流出している場所が見

受けられますが、その管理はどのようにしているのか。 

  １回目の質問とさせていただきます。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、答弁願います。 

  本庄村長。 

          （村長 本庄利昭君 登壇） 

○村長（本庄利昭君） 竹野入恒夫議員のご質問にお答えいたします。「村道の横断

溝・道路管理について」のご質問であります。 

  年々老朽化も進んでまいります村道の維持管理に係わる質問でありますので、それ

ぞれの項目については建設水道課長から答弁をいたします。 

○議長（大月民夫君） 宮澤建設水道課長。 

○建設水道課長（宮澤寛徳君） それでは竹野入恒夫議員のご質問にお答えをさせてい

ただきます。 

  １番目のご質問の「村道の横断溝はたくさんあるが、その管理はどのように行って

いるか」についてお答えいたします。 

  日頃の業務で現場に出る機会や住民の方からの情報提供などによって、その都度必

要な対応をしております。 

  ２番目のご質問の「砂利道からアスファルト道路との境にたくさんの砂利が流入し

ている場所が見受けられるが、その管理はどのように行っているのか」についてお答

えいたします。 

  台風やゲリラ豪雨などの大雨があった際には、被害を受けやすい箇所について見回

りを行い、その都度対応をしております。そのほかの箇所につきましては、現場に出

る機会や住民の方からの情報提供などによって対応しておりますけれども、地元の住

民の方々にも協力をいただいていると思っております。 

  以上です。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） １番、２番の質問に対して、ほとんど職員が管理していない

ということで、住民からの情報以外には分からないということですね。それと、昨年

の８月１５日のゲリラ豪雨の後も本当に点検しているのかどうかということが分から

ないわけです。 

  というのは、畑の境みたいなところはそのままになって、危ないような状態なのが
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かなり見受けられます。それと、その豪雨の際に出た砂利道との境が非常に半分以上

も埋まっているようなところがあるわけですので、これも本当に点検しているのかど

うか。その辺のことはどんなふうにしています。 

○議長（大月民夫君） 宮澤課長。 

○建設水道課長（宮澤寛徳君） 砂利道が多いというのは西山沿いの農地と集落の間ぐ

らいのところだと思うのですけれども、大体そこら辺で大雨があったときには被害が

起こるところが大体分かっているものですから、そういったところを中心に見回りを

しています。 

  あとは、東原、大池原の畑地帯も、一応村道ということで、そちらにも砂利道等も

まだあるわけですけれども、そういったところは農政のほうでも農作物の被害等で現

場に出ておりますので、そういったところでも対応できているのかなと思っています。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 昨日の雪でもって、その境みたいなところの雪をかいたのだ

よね。そしたら、砂利がかなり、ほかのほうまで飛んでいるところが結構あるのです。

そのようなところも見ていないということだよね。 

  だから、１回職員で、横断溝もそうですが、職員で点検するか、シルバー人材セン

ターに依頼して対策を取ってほしいと思うのだよね。その辺どうでしょう。 

○議長（大月民夫君） 宮澤課長。 

○建設水道課長（宮澤寛徳君） 今、そういった切実なお話をお伺いしましたので、今

後どのように対応するのがいいのかなというのは課内で検討したいと思います。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 横断溝にしても、人家から離れたところが非常に多いので、

さっき言った砂利道との境みたいなところを１回調べて地図に落としたほうが思うん

だよね。ぜひその辺も検討できるかどうか。 

○議長（大月民夫君） 宮澤課長。 

○建設水道課長（宮澤寛徳君） 今おっしゃいました地図にそういった箇所を落とせる

かというのはすぐできることですので、やりたいと思います。 

○議長（大月民夫君） よろしいですか。 

  それでは竹野入恒夫議員、次に質問事項２「なろう原公園・なろう原霊園について」

を質問してください。 

  竹野入議員。 
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○２番（竹野入恒夫君） なろう原公園・なろう原霊園について」。なろう原公園の道

路、駐車場に２８か所の横断溝、橋のたもとに小さな横断溝が１つあります。その管

理はどのように行っているのか。 

  ２、なろう原霊園にある公衆トイレは、冬季閉鎖されるが、通年使用できるような

対策を。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、答弁願います。 

  本庄村長。 

          （村長 本庄利昭君 登壇） 

○村長（本庄利昭君） ２番目のご質問であります「なろう原公園・なろう原霊園につ

いて」のご質問をいただきました。 

  １番目のご質問の公園内の横断溝の管理につきましては総務課長から、２番目の公

衆トイレにつきましては住民課長からそれぞれ答弁をいたします。 

○議長（大月民夫君） 篠原総務課長。 

○総務課長（篠原雅彦君） よろしくお願いいたします。１番目のご質問の「なろう原

公園の横断溝はどのように管理を行っているか」というご質問でございます。 

  なろう原公園につきましては、平成１９年３月に供用を開始しまして、１８年が経

過しようとしているところでございます。議員ご指摘の横断溝につきましては、園内

に多数設置されているところでありまして、そのほかにも霊園内には暗渠排水や浸透

ますが設置されているという状況であります。 

  横断溝の管理につきましては、公園に付随しますその他の園内設備とともに目視に

よる点検を行っております。落ち葉等の堆積やグレーチングの目詰まりは確認されて

いるところでありますが、外周道路部分の舗装が浸透性の舗装ということもありまし

て、これまで側溝のしゅんせつ等は行っていないという状況であります。 

  ただ、公園が供用開始されてから２０年近く経過することもありまして、その他の

園内設備とともに経年劣化や老朽化が目立ってくる時期でございます。 

  今後につきましては、職員による見回りや点検を通じまして、閉塞している箇所か

ら順次しゅんせつ等の対応を進めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 村田住民課長。 

○住民課長（村田鋭太君） それでは２番目のご質問の「なろう原霊園にある公衆トイ

レは冬季閉鎖されるが、通年使用できるような対策は」について、私からお答えをさ
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せていただきます。 

  これまでも霊園内に設置されておりますトイレにつきましては、冬季間の閉鎖はし

ておらず、１年中使用ができるよう管理をしております。ただし、隣接するなろう原

公園のほうのトイレについては、マレットゴルフ場の閉鎖に合わせまして冬季間の使

用ができない状況としております。 

  以上です。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 土砂で詰まっている横断溝がかなりあります。１８年使用し

て１回もこれ、やっていないと思うのです。下に人家がありますので、災害が非常に

心配されるわけです。早急な対策はできるかどうか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○総務課長（篠原雅彦君） 今回、竹野入議員からこういった質問をいただきまして、

早速現場を確認させていただきました。併せて業者にも見ていただきまして、全部一

気にというわけにはいかないのですけれども、先ほど申し上げたとおり、順番にとい

う形にはなりますけれども、今現在、予算的にどれぐらいかかるのかというところを

合わせて確認中でありますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 詰まっている主な原因は、浸透性舗装の劣化によって砂利が

流れてきているんだよね。なので、浸透性の舗装をやり直さないといけない時期に来

ていると思うのだけれども、そこら辺の考えはどうでしょう。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○総務課長（篠原雅彦君） 園内、広いところでございますので、今すぐにというのは

なかなか難しいところでありますし、現状をさらに確認させていただいて今後の対策

を考えていくことになると思います。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 全体的ですが、本当に１８年使用してこんな状態ですので、

走ってても危険性が出てくるような気がするんだよね。ぜひその辺のことを、村の予

算でやるわけにはいかないかもしれないけれども、何か補助金を取るような考えでや

ってもらいたいと思うのだけれども、どうでしょう。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○総務課長（篠原雅彦君） 横断溝の関係と併せて何かいい方策があるかどうかという
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ことを検討していければと思います。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） それと、２０メートル置きぐらいに街灯が設置してあるわけ

ですが、木が大きくなって暗い場所が出てきています。令和７年度予算で木の伐採を

すると聞いていますが、そのようなところの剪定とか伐採はできないものでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○総務課長（篠原雅彦君） 園内自体が鬱蒼としているような状況ですので、本当に全

体的にそういった剪定とかが必要かと思うのですよね。ただ、一番倒木というのがマ

レット場もありますし、そういったところが一番おっかない部分でありますので、ま

ずはそこの部分を先行させていただいて、園内全体については再度確認が必要なのか

なと思います。 

○議長（大月民夫君） よろしいですか。 

  それでは、竹野入議員、次に質問事項３「タイムカプセルについて」、質問してく

ださい。 

○２番（竹野入恒夫君） 「タイムカプセルについて」。１２月中旬にタイムカプセル

に入れてあった「自分への手紙」を見て感動したという話を多くの人から聞きました。

そこでお聞きします。 

  １５０周年記念として、タイムカプセルの埋設はしないのかどうか。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

本庄村長。 

          （村長 本庄利昭君 登壇） 

○村長（本庄利昭君） ３番目のご質問であります「タイムカプセルについて」であり

ますが、タイムカプセルのご質問については、担当の企画振興課長から答弁をいたし

ます。 

○議長（大月民夫君） 堤企画振興課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） それではご質問の「１５０周年記念行事として、タイ

ムカプセルの埋設はしないのか」についてお答えいたします。 

  開村１５０周年記念事業に関しましては、多くの村民の皆さんにご参加、ご協力い

ただきまして誠にありがとうございます。この場をお借りしてお礼申し上げます。 

  タイムカプセルに関しましては、３０年前の平成６年（１９９４年）に開村１２０

周年を記念して埋設したもので、昨年の１５０周年に合わせて開封させていただきま
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した。手紙のほかに、議会、区、ＪＡ、役場関係等の当時の会議資料やその当時をし

のばせる物品等が収蔵されておりました。 

  タイムカプセルにあった「３０年後のあなたへのメッセージ」という手紙につきま

しては、議員のご質問のとおり、昨年１２月から受取人の現住所が確認された方にお

届けしております。タイミングが年末年始休暇の前だったこともありまして、手紙が

届いた方からは「昔の記憶がよみがえったり、帰省した子どもたちと共有できた」と

いううれしいお言葉を多数いただきました。 

  しかしながら、お預かりした手紙の総数が７４８通でございましたが、お渡しでき

たのは４３０通、約６割にとどまっております。受取人、差出人双方が転出・死亡等

により不在であり、４割の手紙がお渡しできない状況となっておりまして、取扱いに

苦慮している状況でもございます。お心当たりのある方は役場までお問合せいただけ

ればと思います。 

  今のところ新たにタイムカプセルの埋設は現時点では予定しておりませんが、後世

に村の歩みを残すための映像や資料は保存していきたいと考えております。以上です。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 埋設は考えていないということでしたが、１５０周年に関わ

った人たちから埋設しようという発想はなかったわけでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） １月に花火大会、長芋シンポジウム等がありまして、

実行委員会の会議等も開催しましたが、その時点では特にご意見はいただいておりま

せん。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 前回使用したタイムカプセルを再利用できないでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） かなり重量があるもので、厳重な管理になっておりま

して、実際、置き場所等も困難で、既に１２０周年のタイムカプセルは処分をさせて

いただきました。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） まだ３月末までに時間がありますので、ぜひ検討していただ

いて、２０年後ぐらいでもって考えて、１７０周年記念に出すような考えをぜひして

もらいたいんだよね。私も生きていたら９６歳なので、楽しみにしていたいと思うの
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で。もう一度考えていただきたいと思いますが、どうでしょう。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 承知いたしました。 

○議長（大月民夫君） よろしいですか。 

  それでは、以上で竹野入議員の質問は終了しました。 

  ここで暫時休憩いたします。１０時半再開といたします。 

  休憩します。 

（午前１０時２０分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開します。 

（午前１０時３０分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 上 條 倫 司 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位３番、上條倫司議員の質問を行います。 

上條倫司議員、質問事項「山形村村民の健康は守られているか」について質問してく

ださい。 

上條倫司議員。 

         （１０番 上條倫司君 登壇） 

○１０番（上條倫司君） 質問順位３番、上條倫司。「山形村村民の健康は守られてい

るか」。 

私は、今月２６日で満７０歳になります。先日、テレビを見ていたら、７０歳でト

ライアスロン大会に初出場し、現在は世界最高齢のアイアンマン世界選手権完走者で、

２０２４年９月現在で９１歳でギネス世界記録を保持している、千葉県八千代市の人

が紹介されていました。私が２０年後に心身を鍛錬していけば、２２６キロをレース

として走破できるのか、想像もつきません。 

そこで、村民の健康の守り方を伺いたい。 

質問１、令和５年と６年の健康診断の受診率を伺いたい。 

質問２、令和５年第３回定例会において、健康診断受診率向上に向け、現在職員で

ワークアウトなどを行うという回答をもらいましたが、どのような方法を取っている
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のか。それと、苦労することや壁を感じるところがあるのか、伺いたい。 

質問３、長野県は、健康寿命や平均寿命において長寿県です。なぜかというと、高

齢者就業率の高さと野菜摂取量の多さが要因と言われています。タンパク質と野菜を

食べる元気な老人を増殖できる仕組みをつくってもらいたい。６０代から自然に筋肉

が落ちてきます。筋肉量が減ることにより、認知機能が低下すると言われています。

食事と運動、そして健康をテーマにした企画はできないか、伺いたい。 

よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

本庄村長。 

          （村長 本庄利昭君 登壇） 

○村長（本庄利昭君） 上條倫司議員のご質問にお答えをいたします。「山形村村民の

健康は守られているか」というご質問であります。 

村の健康診断は、健康スクリーニングという名称で長年実施をしております。平成

２０年に国の特定健診事業がスタートしてからは、市町村ごとに受診率を国が公表す

るようになりました。村は、受診率向上のために、村民が受診しやすくなるよう取組

を進めております。 

質問の各項目については、保健福祉課長からお答えをいたします。 

○議長（大月民夫君） 古畑保健福祉課長。 

○保健福祉課長（古畑佐登志君） それでは、私から答弁をさせていただきます。 

まず、１番目のご質問であります「令和５年度と令和６年度の健康診断の受診率」

についてでございますが、令和５年度につきましては、３９．１％でございました。

令和６年度につきましては、現在２月分と３月分の診断結果がこれから届くような状

況ですので、まだ受診率は確定しておりませんので、確定した数字はお伝えできませ

んが、コロナ禍前の受診率まで回復をすることを期待しているところでございます。 

次、２番目のご質問の「令和５年度の第３回定例会におきまして、健診の受診率の

向上に向けて、現在職員でワークアウトなどを行うという回答をもらいましたが、ど

のような方法を取っているのか。それから苦労することや壁を感じることはあるか」

ということでございますが、令和５年度の保健福祉課のワークアウトにおきまして、

「受診しやすい環境の整備」ですとか「未受診者への勧奨」の２つを重点目標として

取り組んでいこうということを決定しております。 

まず、受診しやすい環境整備につきましては、それまで 1 人当たり１時間半以上、



 －５７－ 

時によってはかかっていた受診時間を３０分から４０分に大幅に短縮することを今年

度達成しております。また、松本大学との連携で、健康運動指導士を目指している大

学４年生の学生さんに来ていただいて、運動指導ですとか、それから、健康測定器を

使った骨密度の測定ですとか、そういったことも含めて、楽しみながら自分の体を知

ることができるブースというものも設けまして、今年度好評をいただいております。 

未受診者への勧奨につきましては、受診していただけない方への電話による受診勧

奨を実施しております。 

苦労することや壁に思うことはというところでございますが、いわゆる社会保険に

加入されている方は事業主による業務の一環としまして健康診断を行っているため受

診率が非常に高い傾向があります。ただ、国民健康保険の加入者を対象とします村の

健康スクリーニングにつきましては、この受診というのは義務ではなく、村のほうか

ら強制することもなかなかできないものですから、個人の判断に任せられているとこ

ろがありますので、いわゆる健康にあまり関心がない方ですとか、面倒くさいと思う

方に対して「受診してください」と勧めるようなところが苦労するところであり、壁

であると感じております。 

それから、３番目のご質問で「食事と運動そして健康をテーマにした企画はできな

いか」ということでございますが、村では、令和２年度から健康バラエティーパック

という事業を実施をしております。 

これは、健康運動指導士によります筋トレの講座を中心としまして、医師、お医者

さんですね、日本スポーツ協会のスポーツドクターの方を講師に迎えた健康の講座、

それから、管理栄養士による栄養講座と実際に調理実習も行うという形で、全７回の

コースで開催しています。 

今年度につきましては、農家の皆さんも参加しやすいように１１月末からこの３月

末までのいわゆる農閑期のようなところで開催しております。 

医師から医学的な知識を習得し、筋力アップのためのストレッチも行い、効率よく

筋肉をつくる食事の調理実習までということで、それを一括セットにした事業でござ

います。このような事業にぜひ参加していただいて、自分の体と向き合うきっかけに

してほしいと考えているところでございます。 

答弁は以上になります。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。 
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それでは、１番目の質問の中から行きたいと思います。 

健康スクリーニングを受けるということが、効率からしても、いろいろな意味で病

気を発見する糸口になると思うわけです。そういう中で、受診率が低いということが

あるわけですけれども、なるべくこれを上げていくということが村民を守るという意

味で、早期発見という大事なことができると思っています。ぜひ頑張っていってもら

いたいと思います。 

健康スクリーニングに行かなくて、自分で医者に行って胃カメラを飲んでもらうと

か、大腸検査をするとか、そういう人というのは含まれないと思うのですけれども、

そこらのところはどうなっているのかお聞きしたいですが。 

○議長（大月民夫君） 古畑課長。 

○保健福祉課長（古畑佐登志君） おっしゃるとおり、かかりつけ医ですかね、月に１

回とか何回とかと定期的に通っている方につきましては、今年度から「みなし受診」

という、それも受診率に含められるという指針が国のほうで出ました。村内の医療機

関にお願いをしまして、そういった方が来た場合に、そういった方の診断結果を勝手

に村でもらうわけにいかないものですから、あくまでも本人に同意をいただいた上で

情報をいただくという仕組みになっております。 

今年度から始まりまして、まだなかなか周知も進んでいないという部分もあるもの

ですから、なかなか思うようにそういった方からのデータをいただくというところま

で進んでいないのですが、それでもですね医療機関のほうで小まめに説明をしていただ

いて、同意をいただけた方については診断結果ということで村に届いている分もござい

ます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ピンク色の封筒の特定健診というのを受けると、そちらに入

るということになるわけですか。 

○議長（大月民夫君） 古畑課長。 

○保健福祉課長（古畑佐登志君） その中に受診券とか、そういった形のものが入って

おりますが、それを使って受けていただくという形になりますが、いわゆる村の健診

ではなくて、個人的に病院へ行って定期健診、血液検査を行うと、そのような場合に

つきましては、先ほど言った「みなし受診」というほうの部類に入るものですから、

それについては、村のほうへ情報を提供してもいいですよというところを承諾してい

ただいた方について村のほうでデータをいただけると、そのような仕組みになってお
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ります。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございます。 

コロナということで、通り過ぎてきていると思いますけれども、またある意味健康

ということに意識ができる余裕ができてくると思いますので、ぜひ呼びかけをしてい

ってもらいたいというふうに思います。 

それでは、２番目の項の、ワークアウトで受診しやすい環境の整備と未受診者への

勧誘ということで、これはあれですか、全然医者にもかからないとか、そういう人は

把握ができているのか、そこらのところはどういうふうに。 

○議長（大月民夫君） 古畑課長。 

○保健福祉課長（古畑佐登志君） いわゆる未受診者につきましては、うちのほうで把

握をしております。ただ、その方が定期的に病院へ通っているのかどうか、そこまで

は把握できていない部分があるものですから、その辺も含めて状況を確認したいとい

うことで、昨年、令和５年度から始めているのですが、今年度も総数でいうと約３００

名ぐらいの方に、保健師が手分けをする。それから、県の事業を使って、在宅保健師

の派遣をいただいて、２名の保健師さんに来ていただいていたのですが、そういった

方に受診勧奨という形で電話をかけさせていただいて、「定期的にどこか受けてます

か。もし受けていないとすれば、村の健診をぜひ受けてもらえませんかね」という電

話をしております。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） コロナ禍においても、ワクチンを打たないという人もかなり

いたと思うのですけれども、なかなか受診をするという気のない人に勧めるというの

は本当に至難の業というか、難しいんじゃないかなと思うんですけれども。 

電話というのは有効なのか、行くとまたよくないとか、そこら辺のところはどうな

っているのか。 

○議長（大月民夫君） 古畑課長。 

○保健福祉課長（古畑佐登志君） 中にはですね、本人の同意をいただければといいま

すか、保健師が実際にお邪魔をしてお話を伺っている方もおりますが、大体の方は突

然家に来られてもというようなところもあるものですから、まずは電話で連絡という

か、状況を聞かせていただいて、必要があれば、お互いにもっと直接お話をするとか

という形で勧めるというやり方をしております。 
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○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 大変難しいことだと思いますけれども、ぜひよろしくお願い

します。 

それとですね、２番目の質問ですけれども、受診しやすい環境整備ということで、

１時間半以上かかっていた、２時間とか２時間半かかっていたのを３０分から４０分

に短縮が達成できたということだそうですけれども、どんな方法を取ったのかお聞か

せ願えたら。 

○議長（大月民夫君） 古畑課長。 

○保健福祉課長（古畑佐登志君） 一番大きなのは、健診業務をお願いする委託先を変

えたというのが一番大きなところでございます。 

  今年度から長野市に拠点がございます長野県健康づくり事業団という、健診業務を

一括して市町村から請け負う専門の組織があるのですが、そちらに変えまして、スタ

ッフの数ですとか、健診業務の進め方、その辺が効率よくシステム化されているよう

な形で、短くなったからといって健診がいい加減になっているというのはないもので

すから、うちの保健師等も総勢手伝いながらという形で。 

それ以前は１日で約８０名とか９０名ぐらい頑張ればそれが精いっぱいだったので

すけれども、この健康づくり事業団のほうでは１日１３０名までは行けるという健診

態勢になっているものですから、それに切り替えたというのが一番の大きな要因かと

思います。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） どこの医者に行っても時間はかかるというのがネックになっ

てくると思いますけれども、そういう短縮ができるというのをＰＲしていってもらい

たいと思います。 

役場はどうもＰＲが下手なのかなと思うのですけれども、いいことをしているのだ

けれどもＰＲ不足というか、自分たちは分かっているかもしれないが、みんなに知ら

せるということはなかなか至難の業だと思います。昔のように外部から音が入ってく

るという仕組みがあればいいと思うのですけれども、文章だけだと読まなければそれ

きりになってしまったりしますので、ぜひそこを売りにしながら進めていってもらい

たいと思います。 

それでは、３番目の項の食事と運動そして健康をテーマにした企画はできないか。

私はこれを落としていまして、こういうことをやっているというのを知りませんでし
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た。 

食べる物と運動というのは、年を取るに従ってやらなければいけないと思っている

わけですけれども、知らない間に体は固くなっていくし、びっくりするくらい知らな

い間に老化が進んでいると、それが私の今の現実です。 

そういう中においてですね、食事を気をつけて取るということがとても大事になっ

てくると思います。膝も痛くなってきたり、いろいろなことがあるのですけれども、

食べる物で大分癒される、薬と同じくらいの効果があるのではないかと。 

１つ生姜を取ってみますと、ピンク色に液が染まっている生姜があるのですけれど

も、１日１切れちょこっと食べると、水もたまらないし、膝もかなり改善される。医

者にこの間も、１年ぶりに会った人に話をしたら、言われたとおり食べたら、全然医

者にも行かなくなって、薬も飲まないで済んでいると。大体１日 30 円ぐらいでどう

にかなるのではないかと思います。 

食べる物、キャベツとかそういうのは整腸作用があって胃も健康にするとか、そう

いうことがあるわけです。それと、タマネギを食べていると血液がさらさらだという

ことはみんな知っていると思うのですけれども、実際そういう効果があるということ

で、いろんな研究をして、情報を共有しながらですね快適に過ごしていくということ

が大事ではないかと思います。そういう意味で、食べる物は非常に、年を取れば取る

ほど効くような気がします。 

山形でも、長芋とかゴボウとか、いろんな野菜がつくられているわけですけれども、

多くの方が口にできるように、また、多く取れるようにしていけたらなと思います。 

山形のいいところは、家庭菜園をやろうと思えばできる環境がそばにあるというこ

とで、ひとつ村づくりの中に取り入れてもらえたらと思います。買うと高くなるし、

自分でつくると愛着が湧いておいしく食べられるという利点がありますので、いろい

ろまた検討してもらいたいと思います。 

それとですね、いろいろと一月に一度私も薬をもらいに行ったり、弱いところがあ

りますので、もらいに行くのですけれども、先生に健康について相談をするという、

主治医ではないですけれども、そういう人を設けておく。相談できる相手と捉えてい

くことが大事ではないかと思います。 

役場の職員が担当している人たちは５０代でまだ元気なものですから、６０になっ

た人の気持ちがなかなか分からないと思いますので、そこらのところをまた酌んでも

らいながら仕事を進めていってもらいたいと思います。 
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健康という中で、自分なりに気をつけていると思います。自分なりの健康法を見つ

けてですね、自分で課題をつくって挑戦していくという方法が一番いいのではないか

と。それと、病気にならない体づくりということが一番大事です。いろいろとですね

免疫機能を高めながら暮らしていくというのが大事だというふうに思います。 

また、村でも一歩進めたことを企画していってもらえたらと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長（大月民夫君） 古畑課長。 

○保健福祉課長（古畑佐登志君） 私は今５０半ばなのですけれども、５０くらいにな

ったときに「あれっ」と思うところがありまして、年なりにそういう機能も衰えてい

くのだなというのを実感しているところなのですけれども。 

先ほど申し上げた村の「健康バラエティーパック」につきましては、それ以前は

「熟年体育大学」という事業でした。隣にいる中原課長が始めた事業なのですが、そ

れを令和２年度に「健康バラエティーパック」という形に名前を変えて内容も一新し

てという形で、何十名もという参加者ではないのですけれども、そういうことに関心

を持っていただけるようにということで、内容を盛りだくさんにして今後もやってい

きたいというふうに思っております。 

そんなところですが、よろしいですか。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 大体、何人くらいの人が参加されているのかお聞きしたいで

すが。 

○議長（大月民夫君） 古畑課長。 

○保健福祉課長（古畑佐登志君） 今年度は、農閑期だったということもあって、農家

の方も数名参加もしていただいているのですが、まだ２０名までは行かないような状

況なものですから。こじんまりした事業は、それはそれで効果というか、先生たちの

直接話を聞けたりするという意味ではいいのですが、広くたくさんの皆さんにという

ことでいいますと、さらに周知をして、どんどん参加してくれる方を増やしたいとい

うことも思っております。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ＰＲは難しいと思いますけれども、参加した人が「よかった

よ」と言ってもらえるのが一番効くのかなと思います。ぜひ、そのような形が取れれ

ばいいかなと思います。 
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最後にですね、村長は健康法みたいなものはありますか。ちょっとお聞きしたいで

すが。 

○議長（大月民夫君） 本庄村長。 

○村長（本庄利昭君） 健康法、なかなかあまり健康についていろいろ考えるという時

間的なあれもなかったものですから、そういうことを考えたことがあまりないのです

けれども、ただ、これから十分暇ができるものですから。 

前に上條議員からもありましたストレッチ、ちょうど股関節の何とかという本があ

ったもですから、それを買いまして、ストレッチみたいなことは２、３か月前から始

めました。そんな程度で、あとは特には行っておりませんけれども、健康は一番最も

優先して考えるべきことだとは思っておりますので、これからゆっくりまた考えたい

と思います。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 行動に移したということで、大変いいのではないかと思いま

す。話を聞いただけではいけませんので、ぜひ筋肉をつけるようにしてもらえれば、

もう１期やっておけばよかったなと思うかもしれませんので、ぜひ健康に気を遣いな

がら過ごしてもらいたいと思います。いろいろありがとうございました。 

これで質問を終わりたいと思います。 

○議長（大月民夫君） それでは、以上で、上條倫司議員の質問は終了いたしまし

た。 

 ここで質問席を替わる間、暫時休憩といたします。 

（午前１１時００分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

（午前１１時０１分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 小 林 幸 司 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位４番、小林幸司議員の質問を行います。 

小林幸司議員、質問事項「南野尻工業団地有地などによる村道整備計画は」について

質問をしてください。 
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小林幸司議員。 

         （５番 小林幸司君 登壇） 

○５番（小林幸司君） 議席番号５番、小林幸司です。今回、１つの質問をさせていた

だきます。「南野尻工業団地誘致などによる村道整備計画は」ということで質問させ

ていただきます。 

昨年度より、南野尻工業団地整備計画がされております。複数の企業の誘致も進ん

でいると聞いております。また、数年はかかると思われますが、誘致企業の従業員の

皆さんの車の流れも多くなるのではないかと想像できます。また、今年３月までに松

本市内にあった大型商業施設の閉店を受けて、村内にある商業施設への客数も増える

のではないかと思われています。 

そこで、現在も多くの車が通行している村道東４５号線、アイシティから南へ向か

って野田レッカーまでと、そこから橋を渡って役場から今井へ向かう村道東１２号線

までに通じる東１８号線の交通量もますます増えると思います。 

そこで、以下の質問をさせていただきます。 

１として、現在の南野尻整備計画の進捗状況はどのようになっていますか。また、

土地の整備はいつから、また、企業の誘致数はということでお願いをいたします。 

２番として、役場前から今井へ通じる東１２号線よりアイシティへ通じる東１８号

線並びに橋を渡っての４５号線の改良工事や拡幅工事などの計画はあるかどうかお聞

きをいたします。 

３番、東１２号線のグリーンロードから山形方面へ向かう交差点の整備等は、松本

市へお願いすることはできないのかお尋ねをいたします。 

以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

本庄村長。 

          （村長 本庄利昭君 登壇） 

○村長（本庄利昭君） 小林幸司議員のご質問にお答えをいたします。「南野尻工業団

地誘致などによる村道整備計画は」というご質問であります。 

南野尻工業団地誘致などによる村道の整備の関係でございますので、１番目の質問

は企画振興課長から、２番、３番の質問につきましては建設水道課長から、それぞれ

答弁をいたします。 

○議長（大月民夫君） 堤企画振興課長。 
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○企画振興課長（堤 岳志君） それでは、お答えします。 

１番目のご質問の「現在の南野尻整備計画の進捗状況はどのようになっていますか。

土地の整備はいつからか。また、企業の誘致数は」についてお答えします。 

南野尻産業団地開発につきましては、令和５年１２月に山形村とサンリン株式会

社・サンエネック株式会社・株式会社ｄ－ネクストとの山形村南野尻産業団地開発に

関する協定書を締結し、民間主導により事業を開始しているところでございます。 

昨年１０月に地権者の皆様、約８８名との交渉もほぼ完了し、出店企業の誘致、地

域未来投資促進法に関する提出書類の調整、長野県、農政団体等との打合せを継続し

て実施しております。 

土地の造成については、現時点での予定ではございますが、令和７年度から道路の

改良工事、令和９年度から造成工事を予定し、令和１０年度中の操業開始を目指して

います。 

企業の誘致数につきましては、１３区画の整備を予定し、そちらを目標に、現在出

店企業の募集を継続して行っているところでございます。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 宮澤建設水道課長。 

○建設水道課長（宮澤寛徳君） それでは、２番目のご質問の「役場前から今井へ通じ

る東１２号線よりアシティへ通じる東１８号線並びに橋を渡っての東４５号線の改良

工事や拡幅工事などの計画はありますか」についてお答えいたします。 

村道東１８号線につきましては、現時点での道路改良等の計画はありません。 

村道東４５号線につきましては、新年度予算の説明でもお話をさせていただきまし

たけれども、アイシティ東の県道新田松本線バイパスと村道１級３号線、それから、

東４５号線が交差する交差点から南へおよそ２５０メートルの間につきまして、交差

点の改良工事と歩道の設置工事を令和７年度と８年度の２か年で行う予定でおります。 

それから、３番目のご質問の「東１２号線のグリーンロードから役場方面へ向かう

交差点の整備等は松本市へお願いすることはできないか」についてお答えいたします。 

質問のありました村道東１２号線を東に向かい、グリーン道路に交差する手前およ

そ１００メートルの区間は、このグリーン道路や交差点を含め、松本市の管理道路に

なります。この交差点の整備についてのご質問ですけれども、まずは管理をしている

松本市の考え方を確認する必要があると考えております。 

以上です。 
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○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） それでは、再度質問をさせていただきます。 

まず、１番目の質問でありますけれども、整備計画ということで、来年度、７年度

からということで計画をしているのですが、予算書の中にもございました、その周辺、

その西側の道路に関しては拡幅整備工事を行うということ。あとの区間に関しては、

その以下の質問にもありましたが、行わないということなのですが、工業団地の中に、

今、農業を行っている皆さんは、令和７年度、８年度は耕作ができるということでよ

ろしいのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 今のところ、地権者の皆さん、若干計画の前後があり

ますが、令和７年中は基本的に耕作をしていただけるというご説明をしていると報告

が上がっています。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） あと１年だけは耕作ができる。 

その中にも、果樹園等を営んでいる人がいるのですが、この果樹園等のほかに畑を

移転するという計画になっているのかどうか、教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 用地交渉の際には、代替地のご希望の方ですとか、あ

と、果樹をはじめ、ハウス等の構造物もある方もいらっしゃいます。そういう部分、

通常の公共用地の買収でも同様だと思いますが、必要な代替地をご希望された方は確

保いたしまして、今のりんごの樹木等についてはそれ相応の補償をすると報告を受け

ております。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 昨日、知り合いから、この山形の所有者ではありませんけれど

も、隣の松本市の方が所有をしている土地の代替地が欲しいという話をされた人が私

に相談をしてきている方がいました。それに関して私は手出しもできませんので回答

はしませんということにしておきましたが、代替地が欲しいと今言っている方はどの

くらいいらっしゃいますか。分かりますか。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 今、手元に資料がございませんので、後ほどご説明さ

せていただければと思います。 
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○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） この整備計画が始まって、１０年には企業が開業するという予

定になっておりますので、なかなか難しいかなというか、この下の２番目からの質問

に移りますけれども。 

工業団地の周辺は整備されるのはありがたいというか、整備していかなければいけ

ないのですが、それから南へ向かう道路に関して、なかなか整備をする計画がないと

お聞きをしております。ですが、今現在でも村道の中で車が一番通る場所だと感じて

おりますが、建設水道課では、その車の台数はどのくらい通っているかというような

調査を行ったことはございますか。 

○議長（大月民夫君） 宮澤課長。 

○建設水道課長（宮澤寛徳君） 今お話がありましたとおり、あそこの道路、通り抜け

道路みたいな感じで、結構車が通ります。さらに、村道にはなっているのですけれど

も、もともと農道の規格でつくってあるものですから、舗装もかなり傷んでいるので

す。私も含めて職員、しょっちゅう常温合材を持っていって穴埋め等をしております

ので、その中ではどのくらい通っているのかなというのは感じておりますけれども、

実際の交通量等の調査はしておりません。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） そこら辺で農業をしている方によく話を聞くのですが、「ここ

危ないよね」という話をすると、「確かに一般の車両が数多く通っていて大変農業す

るには苦労する」と。路上駐車をするのは農家のほうに不利というか、やってはいけ

ないことなのですが、少しはみ出ているだけでも「どかせ、どかせ」ということを言

われた人もいらっしゃいました。 

今後、従業員の皆さん、アイシティ方面に下る皆さんが多くなるので、農家として

は危険が伴うので拡幅工事をしていただきたいと言っている皆さんもいますし、逆に、

広くすると今度大型の自動車が通っていて、これも厄介になるので、これはちょっと

大変な道路だなということも言っている方もいました。 

また、以前質問した中で、あそこに架かっている橋を整備することが難しいという

ことをお聞きしたのですが、やることができるのかどうか。今後、計画していただけ

るのかどうか、考えがあるかどうか、お聞きをします。 

○議長（大月民夫君） 宮澤課長。 

○建設水道課長（宮澤寛徳君） 先ほどもお話ししたのですけれども、橋も含めて、今
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のところ計画はありません。実際に橋の架け替えという話になれば、また河川の関係

等の協議が必要になってきますので、結構時間がかかるのかなと思います。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 東４５号線というのは、橋までが４５号線だと思うのですが、

拡幅工事はサンリンまでということになるのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 宮澤課長。 

○建設水道課長（宮澤寛徳君） 今まだ産業団地の協議中でありますけれども、今考え

ているのは、計画された産業団地の範囲、東４５号線の部分の歩道の設置と、先ほど

お話ししました３つの道路が交わります交差点の改良工事を計画しています。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 今回整備する工業団地については、全体の面積の７割程度とい

うところをお聞きしております。あそこに残される農地までの道までは整備される、

１個北側の橋です。あそこまでは拡幅工事を計画するということでよろしいでしょう

か。 

○議長（大月民夫君） 宮澤課長。 

○建設水道課長（宮澤寛徳君） その点も含めて、まだ未定なところではありますけれ

ども、今、先ほどもお話ししましたけれども、こちらで考えているのは、産業団地の

開発の沿線の部分のみの改良を考えております。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 分かりました。今後、車の台数が増えていくのが見込まれます

ので、もう１回検討していただいて、多少時期が遅れても仕方ありませんけれども、

道路の拡幅工事というのを考えていただきたいと思います。 

２番目の質問については以上でございます。 

３番目の質問ですが、今度グリーンロードから山形方面へ入ってくる、あそこの交

差点、以前に南から松本方面へ行った大型トレーラーが事故を起こして横転したとい

うところもありましたし、結構あそこで事故を起こすのを目撃しておりますので、こ

れは松本市への協議というか、山形村の住民もあそこを通りますので、本来でしたら

向こう側の、今井方面の道も広くしていただいて、信号機をつけるなりの計画をして

いただけるのを要望していただきたいと思うのですが、要望という形では村からはで

きないものかどうか、お願いします。 

○議長（大月民夫君） 宮澤課長。 
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○建設水道課長（宮澤寛徳君） あそこのところ、一般の使われている方は、行政区で

分かれていて、グリーンロードの手前１００メートルのところからグリーンロードま

でが松本市になっているというのは、なかなか皆さんお気づきではないと思うのです

けれども、いずれにしても道路管理をしているのが松本市になるものですから、まず

は、こちらには交通事故の状況ですとか、そういった情報がありませんので、先ほど

の答弁でもありましたけれども、取りあえず松本市がどのような状況把握をしている

のか、あと、交通安全の整備等が必要だという認識を持っているのかというところを

まずはお考えを聞くところから始まるのかなと思っています。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 村民であってもあそこの道路、道の交差点までが山形ではない

かと思っている人、私もそう思っていましたので、植栽があるところまでが山形の敷

地ということでよろしいのですか。Ｓ字の手前の植栽でよろしいのですか。 

○議長（大月民夫君） 宮澤課長。 

○建設水道課長（宮澤寛徳君） 今ここに航空写真があるのですけれども、今、小林議

員さんおっしゃられたとおり、まず右にＳ字で曲がるところに植栽が、左角にあるの

ですけれども、そこの東側に道が走っています。そこの道からが松本市になります。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 山形村と松本で、温度差も多分あると思うのです。山形村の人

たちが通る回数のほうが多分多いと思うし、松本市の皆さんはこちら側へ来るという

のはなかなか少ないかなと思うので、気づかない点があると思います。そこは利用す

る山形村の声を松本市にお伝えして、こういう現状なのだけれども、これからまた南

野尻の工業団地ができて従業員の皆さんが来るのは分かっているので、ぜひここら辺

のところも考えてくれないかということを言っていかないと、松本市の考えだけでは、

今度、安全を守ることではできないと思いますので、ぜひ山形村から要望という形で

松本市へお願いをしていただきたいと思うのですが、ぜひよろしくお願いします。こ

の点、もう１回お願いします。 

○議長（大月民夫君） 宮澤課長。 

○建設水道課長（宮澤寛徳君） このグリーンロードは松本、塩尻、山形を通る、３市

村をまたがる道路になっていまして、広域農道ではあるのですけれども、連絡会みた

いなものがないものですからそういったお話もできないのですけれども、今後また各

種同盟会等との集まりもありますので、そんなところでお話ししていければと思いま
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す。 

○議長（大月民夫君） 小林議員。 

○５番（小林幸司君） 質問１つでありましたので短くなりますけれども、最後に、南

野尻工業団地を誘致したということは、山形村にいろいろな方々がこれから入ってく

ると思います。その中で交流していかなければいけないので、村の関係者、私たちも

含めてなのですが、村に来てよかった、この村に来て仕事をしてよかった、いずれこ

の村に住みたいなというような雰囲気をつくっていくことが大事ではないかなと思い

ますので、これからも行政の皆さんや我々議員、村民と併せて村をよくしていこうと

いう流れにしていってほしいと思います。 

以上で質問を終わります。 

○議長（大月民夫君） それでは、小林幸司議員の質問を終了いたします。 

 ここで若干休憩いたします。この時計で１１時２５分再開といたします。 

（午前１１時２０分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは、皆さんおそろいですので、再開いたします。 

（午前１１時２５分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 村 林 淳 一 郎 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位５番、村林淳一郎議員の質問を行います。 

村林淳一郎議員、質問事項１「山形村開村１５０周年、山形村の今後の展望につい

て」を質問してください。 

村林淳一郎議員。 

         （８番 村林淳一郎君 登壇） 

○８番（村林淳一郎君） 議席番号８番、村林淳一郎です。よろしくお願いします。 

質問事項１で「山形村開村１５０周年、村の今後の展望について」ということで、

質問していきたいと思います。 

山形村に限らず、日本全国で少子高齢化、人口減少が進みつつあります。そういう

中で、村の将来、これは本当に５年、１０年の話ではなく、３０年、５０年、あるい

はそれ以上なのですけれども、それを考えた場合、早急に対策していかなければいけ
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ない時期に来ているのではないかなと思います。そういった意味で、質問していきた

いと思います。 

山形村は今年度開村１５０周年を迎え、様々なイベントをやってきました。これか

らの山形村について、将来の展望について質問します。 

質問を始めたいのですけれども、最初におわびをしておきたいのですが、この質問

通告書、非常に分かりづらいというか、答えづらい内容だったかと思いますが、それ

はおわびしたいと思います。 

質問に戻ります。 

質問１で、山形村の現状の分析、施策や結果などと、将来についてどのような展望、

計画あるいは方向性などをお持ちでしょうか。それは、次期村長に引継ぎはなされる

のでしょうか。 

質問２としまして、山形村の将来の人口並びに人口構成などは総合計画に示されて

おりますが、現状での成果はいかがでしょうか。 

質問３、将来の各々の産業の見通しはいかがでしょうか。 

質問４、それに対してどのような対策を取っていますか。また、どのような対策が

必要とお考えでしょうか。 

以上、お願いします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁お願いします。 

本庄村長。 

          （村長 本庄利昭君 登壇） 

○村長（本庄利昭君） 村林淳一郎議員のご質問にお答えをいたします。 

「山形村開村１５０周年、山形村の今後の展望について」のご質問でありますが、

１番目の質問の「山形村の現状と分析についてどのような展望をお持ちでしょうか。

それは次期村長に引き継がれるのですか」という質問でありますが、山形村の村長選

挙、議会議員の補欠選挙が先月行われております。 

次期村長の百瀬繁寿さんは、１１月から後援会を立ち上げ、村民の皆さんに村政の

運営や村づくりの基本的な方針を示し、選挙に向けて準備をされておりました。村長

選挙は無投票ではありましたが、多くの村民の方に支持されたものだと理解をしてお

ります。 

私の任期はあと１０日でありますので、今私が村の現状と課題、また、これからの

村づくりについて何か発言することはできるだけ控えるべきだと思いますので、この
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点はご理解をいただきたいと思います。 

２番目のご質問についてでありますが企画振興課長から、３、４番については産業

振興課長から、それぞれ答弁をいたします。 

○議長（大月民夫君） 堤企画振興課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） それでは、２番目のご質問にお答えさせていただきま

す。「山形村の将来の人口並びに人口構成などは総合計画に示されておりますが、現

状の成果について」お答えいたします。 

山形村の将来人口と人口構成に関しましては、第６次山形村総合計画前期基本計画

では、２０２０年（令和２年）の８，４００人を基準に、２０２５年（令和７年）に

８，３０３人、２０４５年（令和２７年）に７，６０５人と推計しています。 

２０２４年（令和６年）４月の毎月人口異動調査に基づく長野県公表の人口は、

８，２３３人でした。２０２４年中の転入者と転出者の割合を示す社会増減数は増

加となっていますが、出生数は減少傾向でありまして、出生と死亡の対比であります

自然増減はマイナスでありますことから、緩やかな人口減少が続いていくと予想して

おります。 

また、人口構成につきましては、１５歳未満の年少人口が１２．３％、１５～６４

歳の生産年齢人口が５７．２％、６５歳以上の老年人口が３０．５％となっており、

人口構成については令和３年度から大きな変動はございませんでした。 

人口減少対策の面からは、山形村では、移住定住施策や少子化対策、子育て支援策

等に取り組んでまいりました。人口減少には様々な要因があると考えておりますので、

成果と言えるものを明確に今お示しすることは難しいですが、近年民間企業の宅地造

成が増加傾向にあり、人口の社会増に期待しているところでございます。 

今後も人口減少は避けられないと考えておりますが、総合計画に沿った取組を行い、

魅力ある村づくりを進めてまいりたいと考えております。 

私からは以上です。 

○議長（大月民夫君） 中川産業振興課長。 

○建設水道課長（中川俊彦君） それでは、３番目の答弁を申し上げます。 

本村の産業構造についてでございますが、これは令和２年の統計調査の数字でござ

います。第１次産業の農業・林業が１７．７％、第２次産業の建設業・製造業等が約

２８％、それから、第３次産業の卸売業・小売業、医療分野・福祉分野、飲食業等が

５４％余となっております。構造自体は、この３区分に関して言えば、今後大きく構
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造として変わるものではないと見ております。 

続いて、４番目のご質問についてでございますが、「この状況に対してどう対策を

取っていくか、また、どのような対策が必要と考えているか」についてお答えいたし

ます。 

村内の産業構造の主な業種である農業と商工業の振興について申し上げます。 

農業振興に関しては、担い手の確保、それから、農業関連団体の持続性の確保、農

産物生産の維持・拡大等の施策を中心に、今現在も事業を実施しているところでござ

います。引き続き、持続可能な農業を続けていくために、担い手の確保、生産性の向

上等の対応が必要と考えます。 

商工業の振興に関しては、先ほど来お話が出ておりますけれども、産業の集積エリ

アの拡充ということで、企業の立地促進を進めております。また、中小事業者への支

援等の施策を行いまして、村内の雇用拡大、それから、併せて南野尻産業団地開発の

推進等々、各経営体への経営支援等の対応が必要と考えております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 追加の質問をしたいと思います。質問１で、本庄村長は任期

が残り短いということもあって、微妙にさらりとかわされてしまったなというような

気もするのですが、基本的に村を何とかしていきたいというのは共通ではないかと思

いますので、任期残り少ないですけれども、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

質問２のほうなのですけれども、トータルの人口でいうと、総合計画から比べると

若干少な目の推移になっているのかなと考えます。現実問題として、全体が減ってい

く、人数が減っていくだけではなくて、若年層、それから、生産年齢人口、そういう

の自体が減っていくというのが今後の課題になろうかと思います。 

そういった意味で、次の質問２のほうにも絡むわけですけれども、山形村を発展さ

せていくという観点からも、単純に人口の推移というのではなくて、若い年齢層を増

やしていくという観点でお願いしたいと思いますけれども、その辺はいかがでしょう

か。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 長野県の情報でも、県内でも令和６年４月に、初めて

２００万人を切ったということで、全体的な人口構成のバランスでいきますと、山形

村、郡の平均よりはまだ高齢者率も低く、１５歳未満の年少人口も少しまだ高い推移
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はしていますが、出生数も現状４０人台を推移しておりますので、ますます減少は懸

念されます。 

生産年齢人口と呼ばれます働き盛りの皆様の年齢の部分の転入等を推進するために、

現在雇用の確保という面でも産業団地の誘致等を推進しているところでございます。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） どうもありがとうございました。 

質問３のほうなのですけれども、先ほどの数字というのは、これは人口の割合と考

えてよろしいでしょうか。農業・林業１７．７％と書いてあるのは、人口比ですか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○建設水道課長（中川俊彦君） 就業人口ということで承知をしております。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 実際の売上高の伸びであるとか、利益の伸びというのは、デ

ータとしてはお持ちでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○建設水道課長（中川俊彦君） 産業と取りまとめたものというのはデータとしてない

ものですから、例えば農業センサス、今やっていますけれども、農業に関しての大き

な統計調査、あるいは、商工業に関しての定期的な調査みたいなものはあると思うの

ですけれども、トータルで見比べて集約しているものというのは、ないと思います。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 現実問題として、人口割合もそうなのですけれども、発展す

るというのは、就業人口が増えるだけではなくて、売上なり、何なり、利益が増えて

いった何ぼと考えるので、今後の方向ですけれども、ぜひとも産業が発展するという

方向で、施策というか、お願いできればと思います。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○建設水道課長（中川俊彦君） 議員おっしゃるように、様々な視点で、進歩発展とい

うものは考えていかなければいけないと思います。 

山形村の場合には、ご案内のように、まず、基幹産業とこれまで言ってきましたけ

れども、農業が大きく、土地利用も含めてあるわけですけれども、農業と非農業、こ

れが大きな産業の構造の違いかと思いますけれども、このバランスをどう取っていく

かということもございます。 

それぞれ生産量、生産高、生産額に関しては、様々な見方、物差しがあろうかと思
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いますけれども、いずれにしてもこれが向上していくことが村の発展につながると思

いますので、今後ともその辺に注視して施策を行ってまいりたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） どうもありがとうございました。 

質問４のほうなのですけれども、村の将来を考えた場合、村で育った若い方が、村

外の高校なり、大学、その他進学されて、なかなか戻ってこないというのが課題であ

ると思います。 

自分の経験でもあるのですけれども、前の職場で、大学生が就職してきたのですが、

地元は北海道の町なのですけれども、「地元には帰らないのか」と言ったら、「帰り

たくても帰れない」という言い方をするわけです。理由としては「就職先がない」。

やはりそれでは困りますので、これは山形村だけの問題ではないのですけれども、こ

の松本圏域といいますか、全体で雇用拡大といいますか、その辺を図っていく必要が

あるのではないかと考えます。 

そういう意味で、農業をはじめ、商工業、観光も含めてですけれども、振興という

のはぜひともやっていただきたいと考えますが、どんなものでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○建設水道課長（中川俊彦君） まさしくそのとおりだと思います。先ほど来、産業団

地の話も出ておりますが、これまで連綿と行われてきた山形村の村政、行政に大きな

区切り、節目をつけるという意味で、この産業団地の計画もございます。優良農地を

使ってまでそうしていくというのは、この大きな変化の特徴的なことかと思います。 

もう１つは、先ほど来話が出ていますが、山形村でも当然雇用の確保だとか、若者

が地元に定着するということに関していろいろな施策をしていかなければいけないと

思いますが、村だけで考えていてもいけないことで、ぜひ若者には、この松本平とい

いますか、長野県中部といいますか、この辺の魅力をもう１回考え直していただいて、

それと地元が展開する雇用施策だとか産業施策が上手にマッチする、そんな時代にな

ったときにもう１回ここの繁栄というのは出てくるのかなと思いますので、そのスピ

ードを速めていかなければいけないのかなと感じております。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） それに対する具体的な対策というか、方策というか、現状ど

のようなものでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 
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○建設水道課長（中川俊彦君） 先ほども申し上げましたが、山形村の特徴というのは

農業と農業以外の産業ということになろうかと思います。 

農業のほうに関しては、先ほども数字を申し上げましたけれども、構造の割合から

すると、かつてよりもぐっと下がってはきていますけども、そうはいっても、まだ他

市町村に比べると基幹産業として打って出るには十分といいますか、だけのポテンシ

ャルは持っていると思います。ここ何年かは新規就農者の数も増えてまいりまして、

一時期はこの先本当にどうなってしまうのかと心配していたものが、本当に頼もしい

若者たちが農業に参画してくれるようにもなっております。 

また一方で、農業以外の産業に関してでございますが、従来といいますか、ずっと

これまで山形村の中で事業展開をされてきた商工業者の皆さん、特に商工会を中心と

してこれまで頑張ってきていただいた商工業者の皆さんの歴史があるわけですけれど

も、それが日本全体ですけれども、大きな企業の郊外進出ですとか、自治体の受け入

れみたいなものによって、大分その辺の様子は変わってきたかなと思います。 

今大きな流れの中に山形村もまさしくあると思いますけれども、小さいといいます

か、これまで頑張ってきてくれた皆さんにも引き続き、これまでのような支援はして

いきたいと思いますけれども、小さい自治体であるがゆえに様々な課題もほかに山積

している部分もあって、なかなか行き届いたというところまで行かないのが現状かな

と思っております。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） どうもありがとうございました。今後、そういう方向で、ぜ

ひとも発展させていっていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 村林議員、大変恐縮ですけれども、質問事項２が残っておりま

すけれども、これは午後の部に回させていただきます。 

  それでは、ここで休憩いたします。再開は午後１時といたします。休憩。 

（午前１１時４７分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

午前中に引き続き、一般質問を行います。 

 

（午後 １時００分） 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） 村林淳一郎議員、次に、質問事項２「子育て支援について」質

問してください。 

村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） それでは、質問事項２の「子育て支援について」質問したい

と思います。午前中も触れたのですが、回答しづらい質問で申し訳ありませんが、よ

ろしくお願いします。 

総合計画で重要度の高いものとして、子育て支援が入っています。重点政策にも入

っていて、保育園の充実というのもがっつり書いてあります。また、３歳未満児の定

員の拡充も触れられています。そういう中で、危機的分野にも入っていたのではない

かと思います。 

そういう子育て支援ですけれども、今後、山形村が発展し、存続するためにはそれ

なりの対策が求められています。その１つとして、子育て支援の充実が必要だと思い

ます。 

今後の人口減少、少子高齢化に抗うための対策の１つにもなってきます。それは同

時に保護者の就労支援につながることですので、人手不足の解消にもつながってきま

す。 

そこで、保育園の育休退園について質問したいと思います。 

質問１として、保育園のこの先の利用予想人数と年齢別の定員はどのように予測し

ておりますでしょうか。 

質問２で、育休退園制度を取ることのメリット、デメリットを教えてください。 

質問３で、そのデメリットに対して、どのような対策を取っておりますか。また、

今後どう取ろうとお考えですか。そのメリットの有効性、あるいは費用対効果といっ

たものはいかがでしょうか。 

質問４で、仮に育休退園を廃止した場合、どのような対策が必要になるとお考えで

すか。 

質問５で、その対策にかかる費用はおよそどのくらいになりますか。また、仮にそ

れを実行した場合、その準備期間などはどれくらいになるとお考えでしょうか。 

お願いします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 
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本庄村長。 

          （村長 本庄利昭君 登壇） 

○村長（本庄利昭君） 質問項目２番目であります「子育て支援について」のご質問に

お答えをいたします。 

子育て支援の関係につきましては、担当の子育て支援課長から、それぞれ答弁を申

し上げますので、お願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 中原子育て支援課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） お願いいたします。 

まず、１番目のご質問の「保育園のこの先の利用予定人数と年齢別の定員はどのよ

うに予測していますか」についてお答えいたします。 

この先の利用人数についてですが、おおむね２５０名前後のご利用があると予測を

しております。 

また、年齢別の定員についてですが、保育園それぞれ利用定員につきまして、山形

保育園では、３歳以上児は２０５名、３歳未満児につきましては７５名。やまのこ保

育園につきましては、３歳以上児で３４名、３歳未満児で１６名となっております。 

ただ、保育士の配置基準というのがございまして、４歳児以上は２５人に１人、３

歳児以上は１５人に１人、１～２歳児は６人に１人、０歳児は３人に１人となってお

り、特に山形保育園・やまのこ保育園におきましては、１歳児につきましても３人に

１人の配置となっていることもあり、保育士の確保や実際の保育室の状況を考えます

と、利用定員に達する入園やご希望どおりの入園が難しい状況といえます。 

次に、２番目のご質問の「育休退園制度のメリット、デメリットをお答えください」

についてですが、育休退園により、保護者が育児休暇取得中の児童に一時的に退園し

ていただくことで、保育園の受け入れ枠が空くため、途中入園希望者など、入園待機

中のほかのご家族がその枠をご利用いただけます。 

その反面、既に入園している児童が保育を必要とする事由等に該当しない場合は退

園することとなりますので、児童の生活環境が変わり、保護者は自宅で同時に複数の

児童の育児をすることとなります。 

３番目の「デメリットに対してどのような対策を取っていますか。メリットの有効

性、費用対効果はいかがでしょうか」についてですが、育児休暇取得中に退園された

ご家庭には、育児保育や子育て支援センターのご利用など、ご家庭での保育への支援

を行い、児童の環境の変化や育児の負担の軽減などにつなげております。 



 －７９－ 

育休退園の有効性や費用対効果につきましては、様々な考え方もあるため、算出は

難しいと考えております。 

４番目のご質問の「育休退園を廃止した場合、どのような対策が必要になりますか」

についてお答えいたします。 

入園をご希望する児童がすべて入園できるような対策が必要になるかと思います。 

次に、５番目の質問の「その対策にかかる費用はどれくらいになりますか。また、

準備期間はおよそどれくらいとお考えですか」についてお答えいたします。 

こちらも様々な考え方があるため、費用や準備期間の算出については難しいと考え

ております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） どうもありがとうございました。 

質問１に関連してですが、この利用予想人数の２５０人前後というのは、ここ数年

先も含めてという意味でしょうか。併せて、定員どおりは難しいという理由として、

保育士の確保と実際の保育室の状況とありますが、実際の保育室の状況がこの定員を

満たすだけの保育室になっていないということでしょうか。お願いします。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 初めの人数の関係なのですが、出生数等も若干減少

しているというところがありますが、未満児の入園というのも増えておりますので、

２５０名前後あたりで今後も見通しを立てております。 

また、保育士の状況、保育士の確保という関係になりますが、今現在人手不足とい

うこともあり、保育士の確保は非常に難しい状態になっております。保育室につきま

しても、１人当たり何メートルという基準はあるのですが、実際のお子さんの体の大

きさですとか、動き具合によってはお部屋の状況によって難しいことがあるとなって

おります。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） どうもありがとうございました。 

２番目のほうですけれども、育児休業中に退園することで、次の希望者が入れると

いうことなのですけれども、保育園の入所には点数制度といいますか、条件がもろも

ろあるというのは存じていますが、退園した子どもは実質的には待機児童に入るので
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はないかなというのが１つと、育休退園した子どもさんが、育休が終わって再び入園

できる保障というのはあるのでしょうか。お願いします。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 最初の待機児童に該当するのではないかということ

なのですが、育児休暇ということは、保育を必要とする事由というところに該当しな

いので、それでお子さんが退園されても、待機児童とはならないかと考えます。 

また、一度退園されたお子さんが入園をする場合のことなのですが、３歳以上児で

すと比較的入園が可能かなというところがあります。難しいのは未満児に限ってとい

うところがありますので、そんな対応になっているかと思います。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 未満児の対応は難しいというのは、それは保育士不足が主な

原因ということでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 先ほども申し上げましたとおり、保育士の確保の難

しさと、あと、保育室の関係もあります。両方の面から難しいと考えております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） どうもありがとうございました。 

再入園の保障ができるのかということですけれども、回答としては恐らく空きがあ

るだろうから可能であるみたいな回答なのですけれども、実際問題として、再入園の

保障というのは、できるものなのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 保障という点では、確実というところでお約束がで

きない部分ではあるかと思います。そのときの入園の園児数によってということもあ

りますので、申請をしていただいて、それからということにはなります。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） どうもありがとうございました。 

引き続き３つ目の質問ですけれども、退園中も一時保育とかできるということで、

それはそれでいいのですが、行政に対して費用対効果とか有効性というのは、言いづ
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らいことだし、また、行政が言うのも大変なことだなと思うのですけれども、何かを

やっていくにあたって、かける費用に対してどれだけの効果があるかというのは、一

般企業だったらかける費用に対してどれだけの戻りなり利益があるかと考えるのです

けれども、行政ですから、かける費用に対してどれだけの効果があるかということに

なろうかと思いますけれども、算出は難しいということですが、保育室が微妙に現状

に見合っていないということであれば、それは手直しその他の必要性というのがある

のかなと思いますし、その辺はどうでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 保育士の確保等につきましても、いろいろな面で考

えてはいるところではありますが、実情として、今の現在ではなかなか確保が難しい

というところであります。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 保育士の確保の話ではなくて、保育室の改修なり、何なりと

いう話です。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 失礼いたしました。 

保育室等も、今現在の保育室を改修するとなりますと、その期間保育園を閉じなけ

ればいけないということもありますし、場所の問題ですとか、様々な面で難しいので

はないかと考えております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 分かりました。 

４番目、５番目になるのですけれども、ここでも費用の話があるのですが、悪い言

い方で申し訳ないのですけれども、算出が難しいとかという話になってくると、いま

いちあまりやる気がないのかなみたいな気も、そんなふうに映ってしまうのですけれ

ども、総合計画からしても、子育て支援というのは重要な項目になっています。 

実際問題として、県内の市町村でも育休退園をやめた市町村が結構ありまして、私

が把握している範囲でも、南箕輪村、箕輪町、佐久市、長野市、諏訪市、飯田市、塩

尻も廃止になったのですかね。原村が育休退園廃止の請願が採択。埼玉県の所沢市で、

十何年前だと思うのですけれども、育休退園により損害を被ったとして訴訟にまで発
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展しているのです。最終的には、昨年度からだと思いますけれども、いわゆる待機児

童、結構な数がいる状況の中なのですけれども、育休退園廃止という方針の準備に入

っています。 

山形村の子育て支援、保育園に限ったことではないのですけれども、学校も含めて

ですが、子育て支援全般を考えて、また、村の今後の発展というのを考えれば、この

育休退園という、全国的にじわじわ広がっている中で、できれば育休退園廃止の方向

性というのが必要なのかなとも思いますが、その辺りはどんなものでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 近隣市町村等でも育休退園の廃止が今出ているかと

思うのですが、そういった市町村に聞きますと、待機児童が普通に増えているという

ことで、途中入園ですとか、そういった方たちが入園できないということもあるよう

です。 

逆に、途中入園できないという方につきましても、お仕事に復帰をしなければいけ

ないのだけれども入園できないという状況で仕事を辞めなければいけないという声も

聞きますので、そちらのところは慎重に研究をしていきたいということで考えており

ます。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 山形村の場合ですと、定員自体は足りているけれども、実際

には保育士が足りないというのが主だった原因になろうかなとは考えるのですが。 

あまり参考にはならないとは思いますが、京都市だと、市の保育士を募集するにあ

たって、保育士の子どもは優先的に保育園に入所させますというのを打ち出すことで、

保育士を募集して、いわゆる待機児童は減らすという方策までやっているのですね。 

それをここでやるのか、あるいはできるのかというのはあるのですけれども、いず

れにしても保育士を積極的に募集していただいて、育休退園だけではないですけれど

も、希望する人を基本的に入れる方向でお願いできればと考えております。 

先ほど南箕輪村と言いましたけれども、南箕輪村は、条件的には、伊那市の隣にな

るわけで、松本市の隣である山形村と環境的な差というのはそんなに大きくはないの

かなと考えるのですが、南箕輪村は人口が増えているのですね。それは何かというと

魅力的な村づくりをしている。その魅力的な村の１つに、大きな要素として子育て支

援の充実というのが考えられます。 
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今日、明日どうこう、あるいは今年度、来年度という話ではないにしても、ぜひと

も積極的に子育て支援を拡充していただいて、今年度、出生児童数が３０行くか行か

ないかという数字ですので、その辺も増やせるような対策というのを取っていただけ

ればと思います。その辺の今後に向けてのお考えはどうでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 議員がおっしゃったとおり、総合計画の重点事項に

もなっておりますので、また併せて研究をしていきたいと思います。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 計画に沿ってという回答ですので、ぜひとも積極的な子育て

支援、育休退園に限らずですけれども、対策を取っていただいてという要望というこ

とで、ぜひお願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 以上で、村林淳一郎議員の質問は終了いたしました。 

 日程第２の一般質問はこれですべて終了いたしました。 

 ここで、暫時休憩します。５分ほど休憩いただきます。 

（午後 １時２６分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君）  それでは休憩を閉じ、会議を再開します。 

（午後 １時２９分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎議案の訂正について 

○議長（大月民夫君） 日程第３「議案の訂正について」を議題といたします。 

  議案の訂正請求書が提出されました。一括して提案理由の説明を求めます。 

  本庄村長。 

          （村長 本庄利昭君 登壇） 

○村長（本庄利昭君） 議案の訂正について、説明申し上げます。 

  令和７年２月２６日付で提出いたしました、議案第１３号「令和６年度一般会計補

正予算（第８号）」、議案第１４号「令和６年度山形村国民健康保険特別会計補正予
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算（第４号）」の２件につきまして、予算書の字句に誤りがございましたので、山形

村議会会議規則２０条の規定により議案の修正について承認をお願いするものでござ

います。 

  また、新年度予算に関わる説明資料５件に誤りがございましたので、併せて訂正を

お願いするものであります。 

  詳細につきましては、担当課長から説明を申し上げます。 

  今後、このようなミスがないように、十分注意しながら事務を進めてまいりますの

で、ご承認を賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（大月民夫君） 村長の説明が終わりました。 

  ここで、議案審査についてお諮りします。 

  ただいま議題としました「議案の訂正について」は、議会全員協議会を開催して、

詳細説明を受けることにしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認めます。 

  よって、「議案の訂正について」は、議会全員協議会において詳細説明を受けるこ

とに決定しました。 

  ここで、暫時休憩します。 

（午後 １時３０分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは休憩を閉じ、本会議を再開します。 

（午後 １時４７分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） 先ほど議題としました「議案の訂正について」お諮りします。 

  本案件は、既に全員協議会において詳細説明を受けておりますので、質疑、討論を

終結したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認めます。 

  ここでお諮りします。 

  提出されました訂正請求書については、承認することとしたいと思いますが、ご異
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議ございませんか。  

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認め、議案の「訂正請求について」は、承認

することとします。お手元の配付した用紙により差替えを行っていただきますよう、

お願いいたします。 

  以上で本日の会議は、これにて閉議し、散会といたします。 

（午後 １時４９分） 


